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るガイ ドラインの推奨の認識と実践に関するアンケー ト調査を行い,JSH2004発表直後とその約 4年後
におけるHBP測定条件遵守状況の評価と遵守に影響を及ぼす要因を報告した｡




もに,収縮期血圧 (135mmHg)が約 30%,拡張期血圧 (85mmHg)が約40%であり,収縮期血圧/拡張
期血圧 (135/85mmHg)をともに正確に認識していた医師は約 20% と低値であった｡また両調査とも,
CBPに基づく高血圧基準値 (140/90mmHg)と同じ値をHBP高血圧基準値として回答した医師の割合は































審 査 結 果 の 要 旨
我が国において,急速な少子高齢化等の医療を取り巻く様々な変化に対して,医療費の過度な増大を
防ぐために生活習慣の改善を伴った疾病管理が必要とされている｡血圧を適切に管理するための指針と
して日本高血圧学会が高血圧治療ガイ ドラインを発表しているが,臨床現場での指針に対する医師の認
識 ･実践についての詳細かつ系統的な調査は行われていない｡また,我が国の医薬分業率は60%到達が
目前となり,医師による治療の有効性と安全性を高めるためにも薬剤師による連携の重要性が増してい
る｡それにもかかわらず,日本の薬剤師における血圧測定ならびに高血圧治療ガイ ドラインの認識につ
いては明らかにされていなかった｡
本研究ではまず,医師における血圧測定に対する認識と実践に対して調査を行った｡
今日まで高血圧診断のゴール ドスタンダー ドとして使用されている診察室血圧測定に関する調査で
は,その実態が高血圧治療ガイ ドラインにおける推奨とは大きくかけ離れていることが明らかとなり,
医師に対するより積極的な診察室血圧測定に関する正確な知識普及の必要性が示唆された｡
また,測定頻度が高く,再現性が良好であるなど多くの有用性を有している家庭血圧測定に関する調
査では,9割を越す医師が家庭血圧測定を重視していることが明らかとなった一方で,家庭血圧測定に
基づいた高血圧基準値を正しく認識していた医師の割合が低値であることが明らかとなり,医師に対し
てのより積極的な家庭血圧測定に関する正確な知識普及の必要性が示唆された｡
次に,学術講演会に参加した薬剤師における調査から,高血圧治療ガイ ドラインを認識する割合は病
院薬剤師よりも薬局薬剤師の方が高いことが明らかとなった｡この点について,服薬指導を通した長期
にわたる患者の血圧管理-の薬剤師の関与をあげているが,薬局薬剤師であっても医師に比べるとその
認識率はかなり低く不十分であった｡高血圧患者の血圧管理をさらに効果的に行うためには,家庭血圧
測定に関する薬剤師の認識をさらに高めていくことが必要であり,より積極的な薬剤師の正確な知識向
上の必要性が示唆された｡
以上の結果より,医師の診察室血圧測定ならびに家庭血圧測定の認識 ･実践,および薬剤師における
家庭血圧測定の認識の状況を明らかした｡
本研究は,薬剤師の家庭血圧測定に関する認識についての調査を行ったが,高血圧以外にも血圧を疾
病管理の指標としている糖尿病や腎疾患など多くの慢性疾患の管理に対する薬剤師の参加を今後評価し
ていく上で,臨床現場における薬学研究に新たな方向性を示すものである｡
よって,本論文は博士 (医療薬学)の学位論文として合格と認める｡
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